
〔寄生虫学雑誌第37巻第４号209-213頁，１９８８，８〕

マソソソ裂頭条虫擬充尾虫離断創傷部位の

治癒経過について

沖野哲也初鹿了

(昭和63年２月22日受領）
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曰要

マンソン裂頭条虫擬充尾虫の離断創傷部の治癒過程を明らかにする目的で，マウスに経口投与し
た虫体が宿主の消化管壁を穿通し腹腔内に脱出して（30分後）から，皮下組織に移行する（72時間
後）までの問，体後方部が離断された虫体の後端創傷部の形態変化を経時的に光学顕微鏡と走査型
電子顕微鏡によって観察した。

離断直後の虫体後端創傷部は，柔組織が露呈し，創傷周辺の筋肉が収縮していたが，その後，創
傷面は創傷周辺の外皮由来の被膜による修復が始まり，感染後24時間以内に完全に閉鎖された。ま
た，離断直後の虫体の創傷部周辺に存在する大きさの異なるバナナの房状構造物は，虫体が腹腔か
ら皮下組織へ移行する問に，離脱するものと思われた。擬充尾虫の離断創傷部位は感染後約72時間
で外観上，完全に治癒した。

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Diphyllobothriidcestode，SPi7ometγαｅγi"αcei，plerocercoid，tegumentarywound

healing，SEMobservation

条宛を生後約８週令のマウスに経口投与し，投与後３０

分，９０分，６時間，２４時間，４８時間，７２時間に各宿主を

剖検して虫体を回収し，その後端部を光顕および走査電

顕によって観察した。光顕で観察した虫体は，ＦＥＡ液

（中性ホルマリン５ｍZ，８０％アルコール90,J，氷酢酸５

，，で固定し，パラフィン包埋後，水平断の連続切片標

本（７，ｕｍ）を作成し，パラアルデヒド・フクシン

（PAF）染色を施した。走査電顕観察用の虫体は，2.5％

グルタールアルデヒドと１％オスミウム酸で重固定し，

臨界点乾燥後，白金パラジウムで真空蒸着して，日立

Ｓ－５７０走査型電子顕微鏡で観察した。

結果

マンソン裂頭条虫の擬充尾虫を投与してから30分後に

回収した虫体は，すでに消化管壁を穿通して腹腔内に脱

出していた。これら腹腔内に脱出直後の虫体の後端部に

は，大きさの異なるバナナの房状を呈した構造物（以

下，房状物）が観察された（Fig.１)。この房状物は，実

体顕微鏡下でも透明な突起物として観察された。走査電

顕で観察した房状物の表面には周辺の体表とほぼ同じ形

態の微小毛が認められた（Fig.２)。この房状物は虫体離

断部の創傷周囲に認められ，虫体によって大きさや数な

どに相違がみられたが，擬充尾虫投与後48時間までの腹

腔内で回収された虫体に顕著であった。また，これら離

断直後の創傷部は柔組織の一部が露呈しているものが見

マンソン裂頭条虫（SPiγometγαｅγi"α”（Rudolphi，

1819）Faust,CampbellandKellogg,1929）の擬充尾虫

は，待機宿主等に経口摂取されると，宿主の胃壁あるい

は腸管壁を穿通して腹腔内に脱出したのち，筋肉や皮下

組織等へ移行することが知られている。宿主の消化管壁

を穿通した虫体は，頭端からやや後方の部位で離断され

て一旦短くなるが，皮下組織等に移行後の虫体では再び

伸長している。殊に，虫体の最後端部は一般に舌状を呈

し，離断時に生じた損傷の形跡はまったく認められない。

マンソン裂頭条虫擬充尾虫については，従来から虫体頭

部の形態観察はあるが（ＹａｍａｎｅｅｔａＭ９７４：沖野・初

鹿，1987)，体後端部については，小林（1931）の報告だ

けである。

著者らは，マンソン裂頭条虫擬充尾虫の後方離断部創

傷の治癒過程を明らかにする目的で，虫体が宿主消化管

壁を穿通してから皮下組織等へ移行するまで，虫体の後

端部を経時的に観察したので報告する。

材料および方法

観察に用いたマンソン裂頭条虫の擬充尾虫は，岡山県

産のシマヘビ（Eルカル９"αdγiUi7gatα）から分離したも

のである。摘出した擬充尾虫は生食水を満たした小型

シャーレに入れて，実体顕微鏡下で頭端付近に損傷がな

く頭部が完全に備わっていることを確認した後，その1０
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られ（Ｆｉｇ．３)，その創傷面は，長径（側方）が約330

’ｍ，短径（背腹）が約23ｑｕｍで側方に長い楕円形を呈

し，房状物は主として創傷部の周辺に認められた。一般

に切断直後の虫体後端部は陥没しやすく，創傷部は周囲

の房状物に遮蔽されており，その大きさや形は虫体の幅

径や筋肉収縮の程度などによって変異が著しかった。

擬充尾虫投与90分後に腹腔内で回収した虫体では創傷

部を取り囲んで，筋肉収縮を示す放射状のやや細かい雛

が観察された。また，この時期の虫体では，創傷面の一

部が損傷を免れた周囲の外皮に由来すると思われる被膜

で覆われ始め（Fig.４)，その被膜表面には極めて短い微

小毛の散在が認められた（Fig.５)。虫体の後端部を切片

標本で観察すると，被膜（Fig.６，矢印）は非常に薄く

（厚さ約２ﾉｕｍ)，損傷を受けていない通常の外皮（厚さ

約15四ｍ）と容易に区別でき，被膜のすぐ内側には筋層

や核等は見られなかった。また，この薄い被膜と房状物

とは通常の外皮の最外居と同様の染色'性を示した（Ｆｉｇ．

6)。

擬充尾虫投与６時間後に腹腔内で回収した虫体では，

創傷面は背腹に狭まり創傷はほとんどの部位で癒着して

いたが，一部に裂口も認められた（Fig.７)。この時期の

被膜の表面には，投与90分後で観察されたもの（Ｆｉｇ５）

よりもやや長い微小毛が密生していた（Fig.８)。

擬充尾虫投与24時間後の虫体はすべて腹腔内から回収

され，体後端の創傷面は外皮で完全に覆われて創傷部の

裂口等は見られず，房状物は創傷部の癒着線上にほぼ－

列に認められた（Fig.９)。

擬充尾虫を投与してから48時間で剖検したマウスで

は，虫体は腹腔内，腹壁筋のすぐ外側，および皮下組織

に認められた。腹腔内で回収した虫体は，２４時間後の虫

体とほぼ同様な房状物が観察された（Fig.１０）が，宿主

の外腹斜筋を穿通して，筋肉のすぐ外側で回収した虫体

では，房状物は小型のものだけが観察された（Fig.１１)。

また，皮下組織で回収した虫体には房状物は認められな

かった。

擬充尾虫投与72時間後に宿主の皮下組織に移行してい

た虫体では，後端部の創傷は完全に修復されて，癒着線

や房状物はまったく認められず，後端の一部に組織増生

を思わせる隆起が観察された（Fig.１２)。また，修復部位

の体表面にはシマヘビ寄生擬充尾虫の体後部表面に認め

られるものに類似の，やや短い微小毛が観察された

（Fig.13)。

考察

マウスに経口投与したマンソン裂頭条虫の擬充尾虫

が，消化管壁を穿通して腹腔内に脱出してから，皮下組

織に移行するまでの虫体後方離断部の形態変化を経時的

に観察した結果，離断部位の創傷はおよそ次の３過程に

よって修復されると考えられた。

すなわち，ｌ)虫体後方の離断部位の筋肉収縮が起こる

過程，２)露呈した柔組織が，損傷を受けていない隣接す

る外皮由来の薄い被膜で覆われる過程，および3)離断直

後から離断部位に存在する房状物が虫体から離脱する過

程である。

前述したように，離断直後の虫体の創傷部は柔組織が

露呈しているが，この部位は創傷部周辺の筋肉が収縮す

るため，通常，陥没している（Ｆｉｇ．1)。この筋肉収縮

は，離断直後の虫体が創傷部位を自ら癒すために，柔組

織露呈面を縮小しようとする最初の反応と思われる。条

虫類の外皮は，一般に基底膜を境に微小毛を含む末端の

細胞質層（以下，外居）と外皮下筋層・核部を含む核周

辺の細胞質層(以下,内層)とに区別され(Smyth,1969)，

マンソン裂頭条虫の擬充尾虫の外皮も同様の構造とされ

ている（Yamane,1968；Ｋｗａ,1972)。上記の条虫類の外

Ｆｉｇ．１．ＡｗｈｏｌｅｂｏｄｙｏｆＳＰｉ７ｏｍｅｔ７ａｅγi"αceiplerocercoidrecoveredfromtheabdominalcavity30minafter

infection,dorso-ventralview・Notethebanana-shapedstructuresattheposteriorend（scale＝０．１ｍｍ)．
Ｂ：bothrium

Fig2、ＡｈｉｇｈｐｏｗｅｒｖｉｅｗｏｆｔｈｅａｒｅａｉｎｔｈｅｓｍallsquareinFig．’（scale＝0.01ｍｍ)．

Fig.３．Theposteriorendsurfaceimmediatelyafterinfection,caudalview（scale＝０．１ｍｍ)．Ｗ：ｗｏｕｎｄ

Ｆｉｇ、４．Theposteriorendsurface90minafterinfection，caudalview、Thewoundsurfaceiscoveredwitha

tegumentaryfilm（scale＝0.1ｍｍ)．Ｗ：wound

Fig5、Microtrichesonthetegumentaryfilm90minafterinfection（scale＝２．０〃、)．
Ｆｉｇ．６．APAF-stainedhorizontalsectionoｆｔｈｅｐｏｓｔｅｒｉｏｒｅｎｄ９０ｍｉｎａｆｔｅｒｉｎｆｅction、Arrowsindicatethe

tegumentaryfi１ｍ（scale＝0.1ｍｍ)．ＩＴ：intacttegument,Ｗ：wound

Fig7、Theposteriorendsurface6hrafterinfection,caudalview（scale＝００５ｍｍ)．
Fig.８．ＡｈｉｇｈｐｏｗｅｒｖｉｅｗｏｆｔｈｅａｒｅａｉｎｔｈｅｓｍallsquareinFig7（scale＝０．０１ｍｍ)．
Ｆｉｇ９Ｔｈｅｐｏｓｔｅｒｉｏｒｅｎｄｓｕｒｆａｃｅ２４ｈｒafterinfection,recoveredfromtheabdominalcavity,caudalview（sca-

Ie＝０．１ｍｍ)．

Figsl0＆lLTheposteriorportion48hrafterinfection，recoveredfromtheabdominalcavitｙ（10）andfrom

themusculartissue（11)，dorso-ventralview（scale＝０．２ｍｍ)．

Ｆｉｇｌ２Ｔｈｅｐｏｓｔｒｉｏｒｅｎｄ７２ｈｒａｆｔｅｒｉｎfection,recoveredfromthesubcutaneoustissue,dorso-ventralview（sca-

le＝0.2ｍｍ)．

Ｆｉｇｌ３ＡｈｉｇｈｐｏｗｅｒｖｉｅｗｏｆｔｈｅａｒｅａｉnthesmallsquareinFig、１２（scale＝２．０/ｚｍ)．

(16）
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皮微細構造と対比して考えると，擬充尾虫投与90分後の

虫体創傷面にふられた薄い被膜は，表面に極めて短い微

小毛が散在すること，損傷を受けていない通常の外皮の

外居と同じ染色性を示すこと，および被膜の内側に筋層

や核などを認めないこと等から，創傷部周囲の外皮の外

居が薄く伸張したものと考えられる。そして，短時間

（投与後24時間以内）で虫体の創傷面は，この薄い被膜

によって完全に覆われる。広節裂頭条虫擬充尾虫の創傷

治癒に関してAndersen（1978）は，ハムスターに経口投

与後２時間で，離断時に生じた創傷が外皮の外居によっ

て完全に覆われると報告している。条虫類と近縁のプラ

ナリアは古くから再生実験材料として使われているが，

その創傷部治癒過程に関する報告によると，、"gesia

CZoγotocepMaでは，断頭後１時間で周囲の上皮細胞が

伸び広がって創傷面を覆い始め，16時間以内に完全に上

皮性の薄い被膜で覆われる（MoritaandBest,1974）。ま

た，、"gesiatigγ/"αでは創傷面の上皮形成過程におい

て，平滑筋細胞に様々な収縮が起こって創傷範囲を縮小

させ，同時に創傷部に隣接する細胞が伸張して非常に薄

くなる（Pedersen,1976)。また，条虫類の外皮細胞と脊

椎動物の腸粘膜上皮細胞は，構造上互いに類似しており

（B6guin,1966)，脊椎動物の消化管粘膜上皮の創傷部治

癒過程においても，削剥された粘膜上皮が，正常な部分

に由来する上皮細胞によって僅かｌ～５時間で修復され

るという（江口，1976)。今回観察したマンソン裂頭条虫

擬充尾虫の創傷部が短時間で閉鎖されたことは，細胞の

動態の面からも興味深い。

次に，離断直後の虫体後端部に観察された房状物につ

いては，創傷部周辺にのみ認められること，表面にふら

れる微小毛の形態が周囲の体部表面のそれに類似である

こと，およびＰＡＦ染色標本では，損傷を受けていない部

位の外皮の外居と同様の染色'性が見られること等から，

この房状物は，擬充尾虫が離断される際に外皮が引き伸

ばされて，体肉部から突き出た外皮の外居部分がよじれ

て創傷部の周囲に残ったものと考えられる。創傷周囲の

房状物は，創傷面が背腹方向から閉じるに伴って中央部

分に移動し，最後には癒着線上に並ぶものと推察される。

そして，この房状物は虫体が腹腔内から筋肉，皮下組織

へ移行する間（投与後72時間以内）に漸次離脱するもの

と考えられる。小林（1931）はマンソン裂頭条虫の前擬

充尾虫をマウスに経口投与した実験で，投与後数日を経

過した虫体の後端部には，長径80～145〃ｍの不規則な

雛檗を有する透明な泡状部が存在することを認めている。

この泡状部は，虫体の発育に伴って次第に変性して最後

には破壊されるが，稀に尾端にこの破片物の付着を認め

ると報告している。この泡状部は，前擬充尾虫が第２中

間宿主に侵入した際に，尾胞が切り離されて生じたもの

と想像され，今回観察された房状物とは異なるが，虫体

の発育に伴って消失することから，おそらく擬充尾虫の

房状物と同じ性質の構造物と考えられる。

今回，著者らは擬充尾虫の離断創傷部の治癒経過を主

として体表面から観察したが，創傷部基底膜下の外皮下

筋層，核部など外皮の内層における治癒経過について

は，目下検討中である。
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lAbstracti
.….一.…＿.…-.…-１

ＳＴＵＤＩＥＳＯＮＴＥＧＵＭＥＮＴＡＲＹＷＯＵＮＤＨＥＡＬＩＮＧＩＮ

ＳＰＩＲＯ/VＥＴＹＭＥＲ１Ｍ１ＣＥＪＰＬＥＲＯＣＥＲＣＯＩＤＳ

ＴＥＴＳＵＹＡＯＫＩＮＯＡＮＤＲＹＯＨＡＴＳＵＳＨＩＫＡ

のePα"ｍｅ"ro/Pbmsiroﾉog〕',ＫａｗａｓａｋｉﾉVe伽αﾉＳｃ/Zoo/,Ｋ皿/、ﾉiiAidZﾌﾉ７Ｗ-01,〃pα"ノ

ToclarifythetegumentarywoundhealingprocessofSPかｏｍｅｒｍｅ""αceiplerocercoid，１０plero‐

cercoidwormsfromthestripedsnakｅ(Eﾉｌｚｐｈｅ９"αdr〃'9ｎｍ)ｗｅｒｅorallygiventomiceandmorphological

changesoftheposteriorendsurftlceofthewormsaftersheddingwereobservedatintervalsfrom30min

to72hrafterinfectionwithlightandscanningelectronmicroscopy．

Theresultsobtainedaresummarizeｄａｓｆｂｌｌｏｗｓ：

1）Thecontractionofmusculartissuewasfirstobservedaroundthewoundimmediatelyafter

sheddingoftheposteriorportion、

2）Althoughtheparenchymaltissueofthewoundportionwasextensivelyexposedtotheex‐

temalenvironmentjustaftershedding,thisdenudedsurfaceshortlybegantobecoveredwith

thetegumentaryfilmwhichmaybederivedfromanintacttegumentadjacenttothewound，

andthewoundclosurewascompletedｗｉｔｈｉｎ２４ｈｒ、

3）Itissupposedthatbanana-shapedstructuresattheposteriorendofthewormswerecastoff

duringthemigrationfromtheabdominalcavitytosubcutaneoustissue・Thusthetegumentary

woundofplerocercoidswascompletelyhealedwithin72hrafterinfbction．

(19）




